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(1）プロジェクトの背景・目的
世界的規模で地球環境・エネルギー問題に大きな関心が寄せられている中、 太陽光発電
は地球温暖化抑止の切札として注目されている。シリコン系太陽電池が現在の主流となっ
ているが、コスト高に大きな問題を残しており、新規代替太陽電池の開発が望まれている。
大幅な コスト削減が見込まれる色素増感型太陽電池は有機材料を用いながらも、 11%以上
の高変換効率を得られることから次世代太陽電池と目されているが、 電解液の蒸発による
特性劣化が課題となっている。色素増感型太陽電池の完全国体化を目的として、 増加色素
へのレドックス対として導電性高分子の導入を試みたところ、 チオフェン系高分子で低効
率ではあったが太陽電池として機能することがわかった。多孔質酸化チタン膜と透明電極
の聞にち密な酸化チタン膜を導入し、 さらなる高効率化を目的とした。
(2）研究成果
アドバンスト・ゾルゲ、ル法により、ITO電極上への酸化チタン薄膜形成を試みたところ、
均一な膜が形成されなかった。ITO電極の前処理にUV照射を採用したところ、 若干の改
善が見られたことから、 オゾン洗浄が ITO 上の付着有機物の除去に効果的であると考え、
促進酸化処理の導入を試みた。促進酸化処理とは、 オゾン水に外部エネルギー照射や薬液
の添加により効率よく活性酸素種（ヒドロキシラジカルなど）を発生させ、 オゾン水のみ
での洗浄効果をより高めた洗浄手法である。
本研究では、陽極に二酸化鉛メッ
シュ電極を、 陰極に表面を疎水化し
て酸素補足効果を付与した銀粒子群
電極を採用したSPE電解法により 諌水世銀担予 I I J晶、E I 二酸化鉛メッシユ
陽極でオゾン水を、 陰極で過酸化水
素を発生させることとした。二酸化
鉛メッシュ電極は、 チタンメッシュ
に電析法により二酸化鉛を析出させ
て作製し、 疎水性銀粒子群電極はポ
リテトラフルオロエチレン微粒子を
分散させた銀めっき液中で鍋粒子を
陰分極させて複合めっきを施すこと
により作製した。SPE電解槽の陽極
室に脱イオン水のみを、 陰極室に脱
イオン水および酸素を供給しながら
通電を行ったところ、 陽極室でのオ
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ゾン生成と陰極室での過酸化水素生成が同時に進行していることがわかった。 さらに、 触
媒能を向上した電極をオゾン生成反応に供したところ、 1 0 5 pp mオーダーの気体オゾ
ンの生成が確認された。
(3）プロジェクト成果（特許， 起業， 技術移転等）
本年度、 本プロジェクトを達成するために洗浄用促進酸化処理水製造手法を確立した。
オゾンの溶解度は1 5 p p m程度で、あることから、 これ以上の濃度のオゾン水を得るため
には、 気泡状のオゾンを溶液中に存在させることが好適である。 マイクロバブル様のオゾ
ン気泡を形成させてオゾン濃度を向上させるため、 微小化気泡形成手法を導入した製造装
置の設計・作製を行うことが今後の課題となる。 これらの技術を民間企業へ移転し、 実用
化を図る予定である。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
（起業計画， 市場での応用・効果， 特許化構想）
本研究で派生的に開発した洗浄用促進酸化処理水製造装置は、排水・汚水処理等の水処
理産業、製紙業、食品産業・酪農業、 医療・薬品産業、介護産業、 半導体産業、家電産業、
金属加工業などの分野において、 省エネルギー・省スペース・低 コストなオンサイト製造
を実現する低環境負荷型の洗浄・漂泊・殺菌・酸化処理が可能となる。 技術移転先企業と
本学産学連携部門との連携のもと、 実用化を目指す。
(5）利用施設
プロジェクト企画スペースにて促進酸化処理用電解装置の作製を行った。
